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	大 項 目
	【その他】

	小 項 目
	肖像権（カメラによる撮影）

	タイトル
	これは○（まる）？　　「ディジタルカメラでカシャッ！」編

	主な対象
	小学校高学年（４～６年）

	ね ら い
	他人の写真を無断で撮影、利用すると、肖像権を侵害する場合があることに気付かせる。

	作成の意図
	児童は、学校や家庭でディジタルカメラを使用する機会が多く、使い慣れている。そのため、ディジタルカメラを手にすると、気軽にいろいろな物を撮影し、中には他人の表情を隠し撮りして、みんなに見せびらかしてからかうケースも想定される。

しかし、被写体の人に無断で撮影する行為は、相手の肖像権を侵害することを知らせ、写真を撮られた人によっては、その写真は他人に見られたくないものである可能性もある。さらに、この撮影行為は肖像権の侵害に当たる。

そこで、このコンテンツを利用して、このような行為を絶対にしないように指導したい。

【肖像権とは】

無断で写真やビデオカメラに撮られたり、撮られた写真、映像を無断で公表されたり、利用されたりすることがないように主張できる権利。

	指導内容
	・「肖像権」の意味を知ること。

・写真を撮影する場合は、被写体になる人の許可をもらってから撮影すること。

・撮影した写真を公開する場合、被写体になった人に、利用目的、掲載場所等を説明し、その人から許可をもらって使用すること。

	展　　開
	(1) 「肖像権」の意味を説明する。

(2) 絵を提示し、とても気分が悪そうな女の子がいるが、その子はディジタルカメラが自分に向けられていることにまったく気付いていない状況を知らせる。

(3) 気が付かないうちに、人に見せたくない自分の表情を写真に撮影されたら、どのような気持ちになるでしょうかと、問い掛ける。

(4) 次の２点を指導する。

・写真やビデオを撮影する際は、被写体の人の許可をもらってから撮影すること。
・撮影した写真を公開する場合は、被写体になった人に、利用目的、掲載場所等を説明し、許可をもらって使用すること。
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